	第６回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：清水・吉田(佑)

	講義内容：介護･福祉における安全管理　　　　　講師：佐々木健之J.G.M.

	日　　時：平成19年10月3日（1日間）　17：30～18：30

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①事故発生の防止及び発生時の対応

　　　　　②介護事故における法的責任

　　　　　③事例

※パワーポイント参照

　　　　　　　　　総参加者　　32名（参加率34％）
　　　　　　　　アンケート提出者　　32名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･21名

· 楽しかった･･･　　　5名

· 難しかった･･･　　　10名

· つまらなかった･･･　1名

· 無回答･･･　　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 民事責任、刑事責任、行政処分について。事例(民事裁判)

· 研修は年に１回ではなく、２回行なわなければならないという事。

· 刑事責任は担当者個人の責任。支払いは担当個人。

· 汚物庫に入らないようになにか対策を立てる事。

· 事故における法的責任。治療契約。

· 法律、事例を通して身近なところに危険があり、注意しなければならないと思った。

· 事故発生の防止、及び発生時対応の指針について

3． 質問したいこと

· 数センチ(1～5)の内出血や、傷でも事故報告書作成はするのか？

· 全居室にナースコールは必要ないといわれましたが、私は必要だと思います。ナースコールがあって押したいという本人の意思(欲求)を無視するのは、ある意味拘束になるのではないですか？

４．今後のテーマの希望

・必要な対策の具体的な細かい内容。

５．感想等

· 施設内の設備環境など、見直した方が良いかと思いました。利用者様の安全を守る為

安全に過ごせるための方法を考えていこうと思います。

· 訴訟の事例として転倒して１千万以上の賠償があった件を聞いて南山苑でもありえると思った。現在汚物処理場は誰でも入れる状態なので、どうにか改善しなければならないと思った。

· 実際の事例がいくつもあり、分かりやすかったです。他人事ではない内容だったので対応を私なりに考えてみたいと思います。

· 普段の業務の中にも危険がたくさんあるということ。意識してないところに義務があるため、意識して仕事に取り組みたい。

· 私たちが利用者様に対して行なう１つ１つのサービスを丁寧かつ慎重に行なわなければお互いにマイナスになると言う事を改めて知りました。互いに良い関係でいる為にもしっかり業務をしていきます。

· 普段なにげなく業務をしているが、リスクが高い仕事だと感じた。

· 個人からの生の声に、ひとつひとつ答えてくれたので、とても分かりやすかった。このように前もってメールで聞いてくれると、勉強会に参加する意欲が増すように思う。

· 南山の現場では病院ほど恵まれていないと思います。講義の途中で現場からの質問に対し、笑っている人がいましたが、現場を知らないからあのように笑えているのだと感じました。

· 安全管理の責任が個人に掛かる割合が多いことに驚きました。

· 普段のケアの見方を変えると、｢認知症｣により良い生活を送っていただけると思った。ひとりひとりのアセスメントを見なおそうと思った。

· 事故防止のため、環境など早急に見直す点があると思った。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

· 講義開始まで私語等でざわついていたが、講義開始同時に私語がなくなり、説明を聞いていた。

· 今回は事前に講師からの依頼で、｢現場のスタッフの安全管理についての質問｣をまとめていたので、講義中に講師にその質問に答えていただいけたので、職員も意欲的に講義に参加できたと思う。

· 職員が席につく際に前の方からつめず、後ろから座っていく傾向がみられるので、前から座ってもらうよう声がけをしていく。



	


